
-
教
育
と
法
・

校
長
の
自
殺
に
関
す
る
報
告
書
に
よ
る
名
誉
致
損
の
成
否

星
野

第
沼
田

学
校
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
民
間
出
身
の
管
理
職

を
採
用
す
る
こ
と
は
、
近
年
に
お
け
る
新
た
な
試
み
の

一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
管
理
職
の
出
身
が

「
民
間
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
意
味
と
学
校
管
理
運

営
へ
の
影
響
と
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
に
検
討
し
て

み
る
必
要
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、

民
間
出
身
の
管
理
職
が
市
立
小
学
校
の
校
長
と
し
て
採

用
さ
れ
た
後
、

約

1
年
後
に
自
殺
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
県
及
び
市
の
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
各
報
告
書

が
、
教
職
員
組
合
の
名
誉
を
段
損
す
る
も
の
で
あ
る
か

否
か
が
争
わ
れ
た
、
最
高
裁
平
成

n年
4
月
幻
日
判

豊
(
筑
波
大
学
准
教
授
)

決
・
平
成
幻
年
(
受
)
2
5
2
号
・

2
5
3号
事
件
を

取
り
上
げ
、
学
校
の
管
理
運
営
に
「
民
間
」
出
身
者
を

加
え
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

ー
事
実
関
係
・
・
・
・
・

..... 

原
告
X
1
教
職
員
組
合
は
、

Y
1
県
内
の
公
立
小
中

学
校
の
教
職
員
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
い
る
職
員
団
体
で

あ
り
、

Y
2
市
立

A
小
学
校
に

Y
2
支
区
A
分
会
を
組

織
し
て
い
た
。
ま
た
、
原
告

X
2
は
、
平
成

U
年
頃
、

A
小
学
校
の
教
職
員
で
あ
っ
て
、

X
1
組
合
の
支
区
執

行
委
員
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
訴
外
B
は
、
平
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成
U
年
3
月
末
ま
で
、
訴
外
C
銀
行
に
副
支
庖
長
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
が
、
被
告
Y
1
県
教
委
に
よ
る
選
考

を
経
て
、
同
年
4
月
、
被
告
Y
2
市
初
の
民
間
人
校
長

の
一
人
と
し
て

A
小
学
校
長
に
採
用
さ
れ
た
。

民
間
人
校
長
任
用
の
趣
旨
は
、
優
れ
た
資
質
や
力
量

を
持
つ
民
間
人
を
校
長
と
し
て
任
用
し
、
企
業
で
培
わ

れ
た
幅
広
い
社
会
体
験
や
組
織
運
営
の
発
想
を
取
り
入

れ
、
学
校
全
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

X
1
組
合
は
、
民
間
人
校
長

の
登
用
は
教
育
の
特
質
上
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
制
度

自
体
に
反
対
し
て
い
た
が
、
民
間
人
校
長
個
人
を
排
斥

す
る
方
針
は
と
っ
て
お
ら
ず
、

A
小
学
校
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
っ
た
。

B
校
長
は
、
着
任
当
初
か
ら
、
教
職
員
が
各
自
意
見

を
述
べ
る
こ
と
に
驚
き
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
制
度
の

導
入
、
変
更
の
際
の
説
明
や
、
教
委
か
ら
の
指
示
の
伝

達
等
に
つ
い
て
、
上
意
下
達
的
な
前
職
と
異
な
る
点
が

多
々
見
ら
れ
る
こ
と
に
戸
惑
っ
た
。
同
年
5
月
、
運
動

会
で
今
年
度
か
ら
国
旗
掲
揚
や
国
歌
斉
唱
を
導
入
す
る

旨
述
べ
た
際
、
複
数
の
教
職
員
か
ら
相
当
時
間
に
わ
た

っ
て
疑
問
や
反
対
の
趣
旨
の
発
言
が
あ
り
、

B
校
長



1犠・教育と法・
は
、
教
育
現
場
に
そ
う
し
た
対
立
が
あ
る
こ
と
自
体
十

分
な
認
識
が
な
か
っ
た
た
め
、
説
明
に
窮
し
困
惑
し
た

が
、
最
終
的
に
は
、
運
動
会
で
国
旗
掲
揚
及
び
国
歌
斉

唱
が
行
わ
れ
た
。

B
校
長
は
、
訴
外
D
教
頭
の
補
佐
や
Y
2
市
教
委
か

ら
の
回
答
を
待
っ
て
教
職
員
に
対
し
て
説
明
を
行
う
等

の
対
応
を
続
け
て
い
た
が
、

D
教
頭
が
脳
出
血
で
倒

れ
、
入
院
す
る
事
態
と
な
っ
た
た
め
、
精
神
的
に
動
揺

し
、
周
年
5
月
頃
に
精
神
科
で
中
程
度
の
抑
う
つ
状
態

と
診
断
さ
れ
た
が
、

Y
2
市
教
委
の
説
得
を
受
け
、
病

気
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
。
ま
た
、

B 
校

長
は
、
同
年
8
月
頃
に
は
精
神
科
で
う
つ
病
と
診
断
さ

れ
休
業
を
勧
告
さ
れ
た
が
、
勤
務
の
合
間
に
通
院
す
る

こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
叩
月
下
旬
、
校
内
で
飼

育
中
の
う
さ
ぎ
が
多
数
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
、

報
道
陣
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
を
機
に
始

ま
っ
た
一
斉
集
団
下
校
の
終
了
時
期
を
め
ぐ
っ
て

P
T

A
と
行
き
違
い
が
生
ず
る
な
ど
し
た
た
め
、
病
状
が
悪

化
し
て
い
っ
た
。

同
年
日
月
頃
、

B
校
長
は
、

Y
2
市
教
委
に
提
出
し

た
人
事
調
書
に
、
う
つ
病
で
の
通
院
等
を
理
由
と
し
て

自
宅
近
く
の
学
校
へ
の
転
任
を
希
望
し
、
ま
た
、
翌
平

成
時
年
1
月
頃
に

Y
1
県
教
委
が
行
っ
た
人
事
異
動
に

関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
自
身
の
指
導
力
向
上
を
図

る
必
要
性
は
認
め
つ
つ
、
着
任
以
来
職
員
が
校
務
運
営

に
協
力
的
で
な
い
旨
を
述
べ
、
特
に
非
協
力
的
な
数
名

の
教
職
員
の
異
動
を
希
望
し
た
。

平
成
時
年
2
月、

D
教
頭
の
後
任
で
あ
っ
た

E
教
頭

が
心
筋
梗
塞
で
入
院
し
、

B
校
長
は
落
ち
込
ん
で
校
長

室
に
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Y
2
市
教
委
は
、
週
に

2
1
3
囲
の
割
合
で
市
教
委
職
員
を
A
小
学
校
に
派
遣

し
た
が
、
後
任
の
教
頭
に
つ
い
て
は
方
針
が
定
ま
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
、

Y
I
県
教
委
か
ら
B
校
長

に
対
し
、

一
定
の
成
果
を
出
す
必
要
上
、
在
校
1
年
で

自
宅
近
く
の
異
動
は
不
可
能
で
あ
る
旨
の
見
通
し
が
示

さ
れ
た
。

他
方
、
卒
業
式
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
し
お
り
に
つ

い
て
、

Y
2
市
教
委
か
ら
は
、
平
成
U
年
度
か
ら
式
次

第
に
国
歌
斉
唱
を
盛
り
込
み
、
年
の
表
記
も
元
号
を
原

則
と
す
る
旨
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

B
校
長
の

説
明
に
対
し
、
教
職
員
か
ら
、
従
前
の
表
記
を
変
更
す

る
こ
と
へ
の
反
対
が
表
明
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
最
終

的
に
は
、

Y
2
市
教
委
の
指
示
ど
お
り
の
表
記
で
し
お

り
が
作
成
さ
れ
た
。

平
成
同
年
2
月
末
頃
、

B
校
長
は
、
複
数
教
員
に
よ

る
授
業
(
テ
ィ

l
ム
・
テ
ィ

l
チ
ン
グ
。
以
下
、
「
T

T
」
と
い
、
つ
)

の
授
業
実
績
報
告
書
を
Y
2
市
教
委
に

提
出
し
た
が
、
翌
3
月
6
日、

Y
1
県
教
委
か
ら
T
T

の
実
態
に
疑
義
が
示
さ
れ
、

A
小
学
校
に
お
け
る
調
査

が
3
月
刊
日
に
予
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

B
校
長

は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
非
常
に
神
経
質
と
な
り
、
夜

遅
く
ま
で
対
応
し
て
い
た
。

B
校
長
は
、
平
成
時
年
3
月
9
日
、
自
ら
の
非
力
で

迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
詫
び
る
趣
旨
を
残
し
、

A
小
学

校
内
で
自
殺
し
た
。
な
お
、

B
校
長
は
、
赴
任
当
初
新

幹
線
で
通
勤
し
て
い
た
が
、

5
月
以
降
は
A
小
学
校
付

近
に
転
居
し
て
い
た
。
ま
た
、

B
校
長
の
超
過
勤
務
時

聞
は
平
均
し
て
月
刊
時
間
を
超
え
、
自
殺
直
前
の

1
カ

月
間
に
つ
い
て
は

1
2
0
時
間
を
超
え
て
い
た
ほ
か
、

休
日
1
1
3
日
の
う
ち
、
業
務
や
行
事
参
加
等
を
行
つ

た
日
が
必
日
あ
っ
た
。

月刊高校教育2010.9月号

Y
1
県
教
委
及
び

Y
2
市
教
委
は
、

B
校
長
が
自
殺

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
原
因
解
明
と
再
発
防
止
策
の
検

討
の
た
め
の
調
査
委
員
会
を
お
の
お
の
設
置
し
、
平
成

日
年
5
月
頃
、

A
小
学
校
問
題
調
査
結
果
に
つ
い
て
の

報
告
書
を
お
の
お
の
公
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
の
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中
で
、

Y
1
県
教
委
は
、
本
件
の
背
景
及
び
要
因
に
つ

い
て
、
県
教
委
及
び
市
教
委
の
支
援
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
の
ほ
か
、

A
小
学
校
に
お
い
て
は
職
員
ら
に
よ

り
事
実
上
校
長
権
限
が
制
約
さ
れ
て
お
り
、
教
職
員
が

校
務
運
営
に
協
力
す
る
姿
勢
に
乏
し
く
、

B
校
長
が
相

当
苦
悩
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
、
と
記
載
し

た
。
ま
た
、

Y
2
市
教
委
も
、
概
ね
県
教
委
と
同
趣
旨

の
見
解
を
、
本
件
の
背
景
及
び
要
因
と
し
て
報
告
書
に

記
載
し
た
。

本
件
は
、
以
上
の
報
告
書
の
記
載
に
対
し
、

X
組
合

が
、
本
件
各
報
告
書
の
記
述
は
X
組
合
の
名
誉
を
段
損

す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
損
害
賠
償
の
支
払
及

び
謝
罪
広
告
の
掲
載
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

X
2
は
、
本
件
発
生
後
、
短
期
間
に
複
数
回
に
わ
た
っ

て
配
置
転
換
を
行
っ
た
こ
と
が
裁
量
権
の
逸
脱
で
あ
る

と
主
張
し
、
損
害
賠
償
の
支
払
を
求
め
た
。

第
一
審
で
あ
る
広
島
地
裁
平
成
四
年
4
月
幻
日
判

決
・
平
成
日
年
(
ワ
)
2
0
4
7
号
は
、
本
件
各
報
告

書
に
つ
い
て
、
「
両
報
告
書
は
、
ひ
と
り
X
1
組
合
の
み

に
B
校
長
事
件
の
責
任
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
X
1
組
合
の
組
合
員
を
特
定
し
て
そ
の
責
任

を
指
摘
す
る
も
の
で
も
な
い
」
、
と
し
て
、
本
件
事
件
に

対
す
る
原
因
究
明
、
再
発
防
止
策
の
検
討
、
国
民
の
知

る
権
利
の
要
請
に
応
え
る
等
の
高
い
公
益
目
的
を
有
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本
件
報
告
書
の
公
表
に
よ
り
X

組
合
が
受
け
る
不
利
益
よ
り
も
、
報
告
書
の
公
表
に
よ

る
利
益
の
方
が
大
き
い
と
判
示
し
、
ま
た
、

X
2
に
対

す
る
転
任
処
分
に
は
裁
量
権
の
逸
脱
は
な
い
と
し
て
、

X
1
組
合
及
び
X
2
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
で
あ
る
広
島
高
裁
平
成
却
年

叩
月
刊
日
・
平
成
四
年
(
ネ
)
2
2
2
号
は
、
本
件
各

報
告
書
か
ら
は
、
本
件
事
件
の
主
要
な
原
因
が
、

A
小

学
校
の
教
職
員
が
終
始
B
校
長
に
非
協
力
的
で
反
抗
的

な
言
動
を
繰
り
返
し
て
円
滑
な
学
校
運
営
を
阻
害
し
、

B
校
長
を
精
神
的
に
疲
弊
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
も
の
と

趣
旨
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
件
報
告
書
は

そ
の
重
要
部
分
に
お
い
て
真
実
と
認
め
ら
れ
ず
、

X
1

組
合
の
名
誉
を
段
損
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
、
ま

た
、
短
期
間
の
う
ち
に
複
数
回
の
転
任
処
分
を

X
2
に

対
し
て
行
っ
た
こ
と
は
、
裁
量
権
の
濫
用
で
あ
る
と
判

示
し
て
、
第
一
審
判
決
を
取
消
し
、

X
1
組
合
及
び
X

2
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
支
払
を
命
じ
た
。

本
判
決
は
、
こ
の
控
訴
審
判
決
に
対
し
、

Y
1
県
及

び
Y
2
市
が
上
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
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2
裁
判
所
の
判
断
・
・
・

X
1
組
合
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
原
判
決
変
更
、

請
求
棄
却
。

両
報
告
書
の
「
経
過
記
述
部
分
に
は
、
県
教
委
及
び

市
教
委
が
相
対
的
に
自
ら
の
責
任
を
軽
く
、
教
職
員
ら

の
責
任
を
重
く
見
せ
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
な
部
分
が

一
部
に
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ

に
接
し
た
一
般
の
読
者
は
、
本
件
事
件
の
要
因
が
複
雑

か
つ
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
主
な
原
因
を
直
ち
に
特
定

の
者
又
は
団
体
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
み
る
の

が
通
常
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
主
要
な
原
因
が
A

小
学
校
の
教
職
員
の
非
協
力
的
な
言
動
に
あ
る
と
い
う

趣
旨
を
読
み
取
る
と
は
認
め
難
い
。
」
そ
し
て
、
両
報
告

書
の
背
景
要
因
記
述
部
分
は
、
「
本
件
事
件
の
原
因
を

断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
留
保
を
付
し
つ

つ
、
そ
の
要
因
は
県
教
委
及
び
市
教
委
の
支
援
不
足
、

P
T
A
と
の
関
係
等
の
ほ
か
、
教
職
員
ら
の
対
応
に
も

あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
殊
更
に
本
件
事
件
が
主

と
し
て
X
1
組
合
ら
の
言
動
に
帰
さ
れ
る
こ
と
を
示
す

趣
旨
の
も
の
と
は
い
え
ず
:
:
:
、
事
実
の
評
価
と
し
て



l答案・教育と法・
相
当
性
を
欠
く
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
「
以

上
に
よ
れ
ば
、
両
報
告
書
の
記
載
中
に
お
い
て
、
本
件

事
件
の
原
因
の
一
つ
に
教
職
員
ら
、
ひ
い
て
は

X
1
組

合
ら
の
言
動
が
あ
る
こ
と
が
や
や
強
調
さ
れ
過
ぎ
て
い

る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
県
教
委
及
び
市

教
委
に
よ
る
そ
の
公
表
行
為
に
国
家
賠
償
法
1
条

1
項

に
い
う
違
法
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

「
原
判
決
中
、

X
2
に
対
す
る
転
任
処
分
の
違
法
を

理
由
と
し
て
、

Y
1
県
ら
に
連
帯
し
て
〔
損
害
賠
償
〕

の
支
払
を
命
じ
た
部
分
に
関
す
る

Y
1
県
ら
の
各
上
告

に
つ
い
て
は
、
上
告
受
理
申
立
理
由
が
上
告
受
理
の
決

定
に
お
い
て
排
除
さ
れ
た
。
」

3
問
題
点
の
考
察
・
・
・

本
件
は
、
民
間
人
校
長
が
赴
任
後

1
年
を
経
ず
し
て

自
殺
し
た
、
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
に
関
し
、
原
因
究

明
と
再
発
防
止
対
策
の
検
討
の
た
め
に
行
わ
れ
た
県
及

び
市
の
教
委
に
よ
る
調
査
結
果
の
報
告
書
中
の
記
載
に

い
て
、
名
誉
段
損
の
成
否
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

名
誉
段
損
と
は
、
人
(
団
体
を
含
む
)

の
社
会
的
評
価

の
低
下
を
招
く
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
り
、

本
件
で

は
、
報
告
書
中
に
本
件
事
件
の
背
景
及
び
要
因
と
し

て
、
教
職
員
ら
の
言
動
が

B
校
長
の
自
殺
に
関
連
が
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
を
記
載
し
た
こ
と
が
、

X
-

組
合
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
た
か
否
か
が
、
法
律

上
の
論
点
と
な
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
第
一
審
判
決
は
、
事
件
直
後
か

ら
A
小
学
校
宛
に
本
件
事
件
は
教
職
員
ら
の
言
動
が
原

因
で
あ
る
と
の
指
摘
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

挙
げ
、
本
件
報
告
書
は
む
し
ろ
教
委
の
支
援
不
足
に
も

原
因
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
、

X
1
組
合
の

利
益
と
な
っ
て
い
る
と
判
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

控
訴
審
判
決
は
、
本
件
報
告
書
か
ら
は

X
1
組
合
の
言

動
が
本
件
事
件
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る

と
し
、
報
告
書
の
記
載
は
重
要
部
分
に
お
い
て
真
実
で

な
い
と
判
示
し
た
。
以
上
に
対
し
て
最
高
裁
判
決
は
、

報
告
書
に
は
教
職
員
ら
の
責
任
を
重
く
し
よ
う
と
す
る

部
分
が
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
の
、
こ
れ
を
読
ん
だ

般
の
読
者
が
、
教
職
員
の
言
動
が
主
要
な
原
因
で
本
件

事
件
が
発
生
し
た
と
考
え
る
と
は
認
め
難
い
と
し
、
社

会
的
評
価
の
低
下
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
判
示
し
て

、.
!
3
0

・uv
E
q以

上
の
よ
う
な
各
判
決
の
判
断
の
違
い
は
、
本
件
報

告
書
で
問
題
と
さ
れ
た
記
述
内
容
の
持
つ
実
質
的
意
味

を
、
関
連
す
る
他
の
事
実
と
ど
こ
ま
で
連
動
さ
せ
て
考

え
る
か
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
第
一
審
判
決
は
、

B
校
長
の
自
殺
に
関
連
し
て

教
職
員
ら
に
責
任
が
あ
る
と
の
見
解
が

A
小
学
校
に
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
事
実
と
の
相
対
的
な
関
係
で
本
件

報
告
書
を
解
釈
し
て
い
る
の
に
対
し
、

控
訴
審
判
決

は
、
む
し
ろ
本
件
報
告
書
作
成
に
際
し
て
の

Y
1県
教

委
及
び

Y
2
市
教
委
の
意
図
を
重
視
し
て
、
本
件
報
告

書
か
ら
は
教
職
員
ら
の
言
動
が
本
件
事
件
の
主
要
な
原

因
と
読
み
取
れ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
他
方
で
、
最
高

裁
判
決
は
、
本
件
報
告
書
の
記
述
を
関
連
す
る
事
実
関

係
か
ら
基
本
的
に
切
り
離
し
て
捉
え
、
本
件
報
告
書
の

記
載
内
容
か
ら
は
本
件
事
件
の
主
要
な
原
因
が
教
職
員

ら
の
言
動
に
あ
る
と
一
般
の
読
者
は
解
釈
し
な
い
、
と

の
結
論
を
導
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
来
の
判
例
か
ら
す
る
と
、
名
誉
段
損
と
な
る
べ
き

月刊高校教育2010.9月号

社
会
的
評
価
の
低
下
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
状
況
や
行
為
者
の
主
観
的
意
図
を
離
れ
て
、

客
観
的
に
問
題
と
な
る
事
実
を
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
第
一
審
の
よ
う
に
教
職
員
ら

に
対
す
る
批
判
的
評
価
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
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名
誉
段
損
の
解
釈
に
影
響
さ
せ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い

し
、
控
訴
審
の
よ
う
に
報
告
書
の
作
成
者
で
あ
る
県
教

委
や
市
教
委
の
意
図
を
強
調
し
て
本
件
報
告
書
を
解
釈

す
る
こ
と
も
や
や
適
切
で
な
い
面
が
あ
る
。
従
っ
て
、

名
誉
段
損
に
関
す
る
従
来
の
判
例
と
の
関
係
で
は
、
最

高
裁
の
解
釈
が
最
も
整
合
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
報
告
書
の
記
載
内
容
自
体
か
ら

は、

X
1
組
合
の
社
会
的
評
価
が
低
下
し
な
い
と
解
釈

す
る
と
な
る
と
、
本
件
に
関
し
て
、

X
1
組
合
と
し
て

は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
法
的
手
段
を
取
る
こ
と
が
有
効

で
あ
っ
た
か
が
、
本
件
と
別
に
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、

本
件
事
件
に
関
す
る
報
道
や
議
論
の
中
で
、
本
件
報
告

書
を
引
用
し
つ
つ
教
職
員
の
責
任
を
論
ず
る
も
の
が
あ

っ
た
場
合
、
当
該
報
道
機
関
や
議
会
に
お
け
る
発
言
者

に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
し
、
報
告
書
の
意
図
を
述
べ
さ

せ
る
べ
く
、
県
教
委
や
市
教
委
を
証
人
と
し
て
召
喚
す

る
方
法
は
、
県
教
委
や
市
教
委
が
当
事
者
と
な
ら
ず
、

客
観
的
な
立
場
で
の
証
言
を
求
め
ら
れ
る
点
に
お
い

て
、
本
件
と
は
異
な
る
判
断
を
導
く
可
能
性
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
本
件
事
件
に
関
し
て
、

A
小

学
校
に
勤
務
し
て
い
た
教
職
員
が
県
教
委
な
い
し
市
教

委
か
ら
事
情
聴
取
を
受
け
た
際
の
教
委
職
員
の
言
動

に
、
報
告
書
の
記
載
以
上
に
問
題
と
な
る
も
の
が
含
ま

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
個
々
の
教
職
員
に
対
す
る
名
誉

致
損
と
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
も
、
証
拠
の
確
保

に
難
点
が
あ
る
に
せ
よ
、
本
件
と
異
な
る
判
断
に
到
る

可
能
性
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
最
高
裁
の
よ
う
に
本
件
報
告
書
の
記
載

内
容
か
ら
専
ら
名
誉
段
損
の
成
否
を
考
え
る
も
の
と
し

て
も
、
本
件
報
告
書
の
記
載
内
容
に
は
、
多
分
に
問
題

と
な
る
点
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
県
教
委
や
市
教
委
か
ら
の

B
校
長
に
対
す
る
支

援
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
教
委

に
は
校
長
を
支
援
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ
た

と
い
う
評
価
が
異
論
な
く
認
め
ら
れ
う
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
教
職
員
ら
が
B
校
長
に
対
し
て
疑
問
や
反
対
意

見
を
述
べ
た
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
果
た
し
て
教

職
員
ら
に
は
校
長
か
ら
の
指
示
や
伝
達
に
賛
成
す
べ
き

「
義
務
」
が
あ
り
、
疑
問
や
反
対
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

「
義
務
違
反
」
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
は
、
大
い
に
問
題

と
な
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
各
報
告

書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
法
的
に
名
誉
段
損
を
構
成
す

る
も
の
と
解
釈
す
べ
き
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な

く
と
も
、
教
委
の
支
援
不
足
と
教
職
員
の
言
動
と
を
卒
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然
と
並
記
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
性
質
上
慎
重
を
期
す

べ
き
こ
の
種
の
報
告
書
と
し
て
は
、
不
用
意
で
あ
る
と

の
批
判
を
免
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

B
校
長
自
身
、

A
小
学
校
に
現
に
赴
任
す
る

ま
で
、
学
校
に
お
け
る
問
題
状
況
や
人
間
関
係
の
構
造

を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
例
え

ば
、
国
旗
掲
揚
や
国
歌
斉
唱
、
元
号
表
記
等
を
め
ぐ
っ

て
、
学
校
内
で
意
見
の
対
立
が
生
じ
て
い
る
と
の
事
実

は
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
も
種
々
報
道
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
り
、
校
長
と
し
て
赴
任
す
る
者
の
認
識
と
し
て

は
、
や
や
信
じ
難
い
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
件
の

B

校
長
の
行
っ
て
い
た
超
過
勤
務
や
休
日
出
勤
に
つ
い
て

も
、
望
ま
し
い
か
否
か
は
別
と
し
て
、
質
量
共
に
現
在

で
は
必
ず
し
も
珍
し
く
な
い
は
ず
で
あ
り
、

B
校
長
が

直
前
ま
で
組
織
理
念
の
異
な
る
民
間
企
業
に
帰
属
し
て

い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
赴
任
後
そ
れ
程
の
時
を
経

ず
し
て
抑
う
つ
状
態
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、

果
た
し
て
校
長
と
し
て
の
選
任
過
程
や
事
前
の
研
修
、

さ
ら
に
は
当
初
の
勤
務
先
の
決
定
等
に
問
題
が
な
か
っ

た
の
か
ど
う
か
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
大
き
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。



l祭実・教育と法・
そ
も
そ
も
、
本
件
の
よ
う
な
「
民
間
」
の
人
員
や
理

念
を
導
入
す
る
企
画
全
般
に
つ
い
て
、

そ
こ
で
い
、
っ

「
民
間
」
の
有
す
る
特
徴
や
意
義
、
さ
ら
に
は
問
題
点
に

つ
い
て
果
た
し
て
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
自

体
、
根
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
公
的
機
関
と
比
較
し
て
、
「
民
間
」
の
有
す
る

理
論
上
の
特
徴
は
、
要
す
る
に
、
利
潤
追
求
の
た
め
の

効
率
性
と
合
理
性
と
が
行
動
の
出
発
点
か
つ
最
終
日
的

と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
念

が
果
た
し
て
現
在
の
学
校
教
育
、
特
に
公
教
育
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
か
は
、
慎
重
に
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
児

童
生
徒
の
学
級
編
成
を
成
績
順
と
し
、
成
績
優
秀
者
に

つ
い
て
の
み
さ
ら
な
る
学
力
向
上
の
た
め
の
重
点
的
な

指
導
を
行
う
こ
と
は
、
学
校
と
し
て
の
あ
る
意
味
で
の

教
育
成
果
を
効
率
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
有
益
で
あ

り
、
現
に
一
部
の
私
立
学
校
で
は
行
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
に
対
す
る
意
見
は
、
立

場
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
組
織
と
し

て
の
学
校
の
管
理
運
営
面
に
つ
い
て
も
、
利
潤
追
求
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
と
必
要
で
な
い
こ
と
と
を
区
別

し
、
効
率
的
に
業
務
を
こ
な
す
べ
き
こ
と
が
す
べ
て
の

教
職
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
現
在
の
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
教
職
員
の
事
実
上
の
勤
務
実
態
に
つ

い
て
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
生
ず
る
こ
と
は
疑
い

な
く
、
か
っ
、
教
育
上
の
有
益
さ
と
組
織
と
し
て
の
効

率
性
と
が
対
立
す
る
局
面
も
、
少
な
か
ら
ず
生
ず
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

学
校
が
学
校
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
旧
態
依
然
の
ま

ま
で
よ
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
従
来
の
構
成
員

と
異
な
る
資
質
や
考
え
方
を
持
っ
た
者
が
学
校
の
管
理

運
営
体
制
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
自
体
は
、
将
来
の
方

向
性
が
多
様
と
な
る
可
能
性
を
期
待
で
き
る
点
に
お
い

て、

一
般
論
と
し
て
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
従
来
の
や
り
方
を
変
え
る
」
と
い
う
漠
然

と
し
た
方
針
の
み
で
、
十
分
な
検
討
も
調
整
も
な
く
民

聞
出
身
者
を
管
理
職
と
し
て
無
造
作
に
配
置
す
る
こ
と

は
、
個
々
の
教
職
員
と
の
間
で
無
用
の
摩
擦
を
生
じ
さ

せ
る
結
果
と
な
り
か
ね
な
い
。
本
件
で
生
じ
て
し
ま
っ

畏

た
民
間
出
身
校
長
の
自
殺
と
い
う
、
ま
さ
に
最
悪
の
事

態
か
ら
何
を
学
び
、
今
後
の
あ
る
べ
き
学
校
管
理
運
営

体
制
を
構
想
、
構
築
し
て
い
く
か
が
、
学
校
関
係
者
に

課
せ
ら
れ
た
重
い
課
題
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い

平I

よ
う
に
思
わ
れ
る
。


